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〇
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岐
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岐
神
社
特
別
奉
納　

歌
題 「
舟
」

※

作
品
に
は
必
ず
ル
ビ
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

一

事務局記入欄

二三

住 所 〒 　 　 　 　 ━ 　 　

電 話
番 号

氏 名

筆 名

所 属
結 社

性 別 年 齢 歳

投稿
回数

①郵便小為替　  ②現金書留
③郵便払込（　　月　　日に払込）

発表会
について

投稿料のお支払方法に〇をつけてください。

①参加する  ②検討中  ③参加しない

メール
アドレス

ふりがな

ふりがな

都・道
府・県

初めて　・　2 回目以上

投稿料：1 組 3 首まで  2,000 円

「
古
事
記
」・「
日
本
書
紀
」編
纂
一
三
〇
〇
年
記
念

後
鳥
羽
上
皇
隠
岐
遷
幸
八
〇
〇
年
記
念

　

隠
岐
は
承
久
の
乱
の
後
に
歌
聖
・
後
鳥
羽
院
が
京
の
都
か
ら
お
遷
り
に
な
っ
た
日
本
海
の
離
島
で
す
。

院
は
二
〇
年
近
い
歳
月
を
隠
岐（
現
、海
士
町
）で
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

海
士
町
で
は
島
根
県
後
援
の
も
と「
隠
岐
後
鳥
羽
院
和
歌
大
賞
」の
作
品
を
募
集
い
た
し
ま
す
。選
者
は

藤
原
俊
成
、定
家
親
子
を
祖
と
す
る
和
歌
の
伝
統
を
今
に
受
け
継
ぐ
、冷
泉
家
第
二
五
代
夫
人
の
冷
泉

貴
実
子
先
生
。投
稿
歌
は
後
鳥
羽
上
皇
を
祀
る
隠
岐
神
社
に
奉
納
い
た
し
ま
す
。全
国
の
古
典
と
詩
歌
を

愛
す
る
皆
様
方
の
〝
志
〞
を
投
稿
歌
と
し
て
奉
納
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

令
和
三
年「
隠
岐
後
鳥
羽
院
和
歌
大
賞
」

隠
岐
神
社
特
別
奉
納　

歌
題 「
舟
」

<

冷
泉
流
和
歌
の
創
り
方
・
歌
題
に
つ
い
て>

◇ 

作　
　
品  

未
発
表
の
作
品
、歌
題
に
沿
っ
た
も
の 

＊
盗
作
・
類
似
作
品
・
二
重
投
稿
・
判
読
出
来
な
い
作
品
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

※

今
年
度
よ
り
、 

お
一
人
様 

一
組 

三
首
ま
で 
の
ご
応
募
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇ 

投
稿
料

◇ 

送
金
方
法

三
首
一
組 

二
〇
〇
〇
円
＝
入
賞
・
入
選
の
方
に
は「
選
歌
集
」を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

◇ 

締　
　

切

令
和
三
年
七
月
末
日　
＊
当
日
消
印
有
効

◇ 

賞　

『
古
事
記
』一
三
〇
〇
年
記
念
大
賞
・
隠
岐
後
鳥
羽
院
和
歌
大
賞
・
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
賞
ほ
か

◇ 

選　
　

者

冷
泉
貴
実
子
氏（
冷
泉
家
第
二
五
代
夫
人
）

◇ 

主　
　

催

島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町

◇ 

後　
　

援

島
根
県
・
隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

◇ 

特
別
協
力

公
益
財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
・
隠
岐
神
社

郵
便
定
額
小
為
替（
小
為
替
に
は
何
も
記
入
せ
ず
）と
応
募
作
品
（
所
定
の
用
紙
ま
た
は
原
稿
用
紙
）を
同
封
し
て
郵
送
。

◇ 

応
募
方
法

<

募
集
要
項>

◇ 

表
彰
式

◇ 

会　
　

場

令
和
四
年
を
予
定　

※

冷
泉
貴
実
子
先
生
を
囲
ん
だ
懇
親
会
・
隠
岐
島
観
光
な
ど
の
ツ
ア
ー
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

隠
岐
神
社

◇
問
い
合
せ

〒
６
８
４-

０
４
０
３ 

島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
大
字
海
士
１
５
２
１‐

１

 

海
士
町
後
鳥
羽
院
資
料
館
内

「
後
鳥
羽
院
顕
彰
事
業
」事
務
局

　

※

他
に
、俳
句
・
短
歌
部
門
も
ご
ざ
い
ま
す
。
別
紙
要
項
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

冷泉貴実子先生

◇
作
品
送
付
先

〒
６
８
４-

０
４
０
３　

島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
大
字
海
士
１
５
２
１‐

１

海
士
町
後
鳥
羽
院
資
料
館
内

　
　
　

「
後
鳥
羽
院
顕
彰
事
業
」
事
務
局
（
投
稿
在
中
）

和歌
部門

↓
ご
投
稿
の
際
に
は
左
記
の
宛
先
を
切
り
取
っ
て
封
筒
に
貼
る
と
便
利
で
す
。

電
話
　
　
０
８
５
１
４-

２-

１
４
７
０

メ
ー
ル
　gotobain@

oki-am
a.org

※

令
和
元
年
度
よ
り
株
式
会
社
隠
岐
桜
風
舎 

詩
歌
部
門
が
事
務
局
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

①
郵
便
為
替(

定
額
小
為
替
︑普
通
為
替
を
郵
便
局
で
購
入)

︑②
現
金
書
留
︑
③
郵
便
払
込

の
い
ず
れ
か
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

　
　※

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合

　
　
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
投
稿
料(

二
〇
〇
〇
円)

を
ご
記
入
の
上
︑払
込
み
く
だ
さ
い
︒

　
　
口
座
番
号
　
0
1
3
6
0-

6-

1
1
1
7
2
6

　
　
加
入
者
名
　
株
式
会
社 

隠
岐
桜
風
舎

　

和
歌
は
、や
ま
と
こ
と
ば
で
詠
ん
で
く
だ
さ
い
。音
読
み
す
る
漢
語
、カ
タ
カ
ナ
の
外
来
語
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

◆
歌
題
「
舟
」

道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
、最
速
の
乗
り
物
、輸
送
手
段
は
舟
で
し
た
。手
で
こ
い
だ
り
、風
を
帆
に

受
け
て
走
る
舟
が
、川
や
海
や
湖
を
行
き
来
し
て
い
ま
し
た
。

橋
の
無
い
川
で
は
渡
し
舟
も
盛
ん
で
し
た
。海
士
は
舟
を
操
っ
て
、漁
を
し
ま
す
。鵜
飼
い
舟
は
、そ
の
か
が
り

火
と
共
に
夏
の
夜
の
風
物
と
し
て
和
歌
に
詠
み
ま
す
。

波
を
越
え
て
大
海
原
に
出
る
舟
、岸
の
柳
や
桜
を
め
で
つ
つ
川
を
下
る
舟
な
ど
を
詠
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

令和3年は
後鳥羽上皇
海士遷幸
800年。


